第７回考古学セミナー「小林達雄の様式論」案内

日　　時　２０１１年８月７日（日）午後２時から
場　　所　豊橋市職員会館３０１会議室
テキスト　１）小林達雄　1977「５　型式．様式．形式」『日本原始美術大系　１　縄文土器』　講談社　B5版　166-169頁
２）小林達雄　1989「縄文土器の様式と型式・形式」『縄文土器大観４　後期 晩期 続縄文』　小学館　B4版　248-257頁
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申し込み　定員２０名　事前申し込み先着順（贄までご連絡ください）なお、文献が手に入らない場合は連絡してください。コピーを送ります。
募　　集　１）２）の文献について発表者を募集します。希望者は贄までご連絡下さい。

懇 親 会　午後６時から
開催趣旨　前回の第６回セミナーは、小林行雄の様式を踏まえ、山内清男の型式と小林達雄の範型を議論しました。その中で、小林達雄の様式について検討することが提案されました。第７回では、この小林達雄の様式について検討し、小林行雄、山内清男の概念と比較して、考古資料をどのように認識するべきなのかということを議論したいと思います。
　小林達雄が行った具体的な分類の結果を勉強するのではありません。参考文献に挙げた文献は、分類の実例として参考にしてください。まず行うことは、小林達雄の様式がどのような概念であるのか、小林行雄の様式とどう違うのか、山内清男の型式とどう違うのかを比較検討してください。その上で、自分自身が考古資料をどのように認識するのかを説明できるようにして参加してください。第７回では、参加者各自の認識方法がどのように異なっているのかを比較して、もっとも有効な認識方法がどのようなものであるのかを議論したいと思います。これが今回の目的です。
テキスト検討　南山大学の大塚達郎さんから抜き刷りが送られてきていますが、これらを第８回で取上げるかどうかを検討したいと思います。このセミナーで取り上げたほうが良いかは、皆さんと検討したいと思いますので、余裕のある方は内容を検討してください。
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